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パーソナリティ以下、P 
 
P 横浜横浜ユーポス RADIO＋！スタート
です。  
横浜ユーポス RADIO+は、地元川崎、横浜
を中心に活躍されている方をゲストとして
お迎えし、主にお仕事のことや一生懸命取
り組んでいることなどを皆様に紹介してい
きます。聞いたことも見たこともないお仕
事に出会えたり、番組がきっかけでお仕事
が繋がったりなど、「きっかけ」「気づき」を
提供する地元密着のラジオ番組です。 横浜

ユーポスが本社を構え、根を張った企業と
して成長させていただいた神奈川県川崎市
への恩返しと、よりよい街づくりの一環と
して一人でも多くのゲストの方をお招きし
ご紹介していきたいと考えています。 
本日のゲストをご紹介しましょう。  
 
横浜市港北区を拠点として子育て支援を行
う認定 NPO 法人びーのびーのの産前産後
のうち事業担当の伊香朗子さんです。  
 
P ちょうど私出産を控えていて、いま探し
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ているところだったので、今日は私のため
に？！というくらいです、まずびーのびー
の事業について教えてください 
 
伊香、以下 I 
 
I 認定 NPO 法人びーのびーのは 2000 年
に設立しました。 
 
今の理事長と事務局長がまさに自分たちの
お子さんたちの居場所が欲しいということ
で設立しました。理事長の 3 人目のお子さ
んが出産のため入院して、そのときにもう
1 人の事務局長が設立届けを出しに行った
というエピソードがあります 
そのお子さんが今度 25 歳になるというこ
とで、25 周年を迎える年度に入ります。  
 
P では、伊香さんは、どのようなきっかけ
で入ったんですか 
 
I はい。 私自身はびーのびーのの拠点に
（自宅が）すごく近かったわけではないの
で、普段から利用している利用者というこ
とではなかったんですけれども、時々びー
のがやっているイベントに行ったりとか、
開いてる広場に遊びに行ったりすることが
数回あって。 
とてもイベントのチラシとか内容が面白い
なって自分でも子育てをしながら感じてい
ました。面白いすごく大事な取り組みをさ
れている団体だなっていう認識はあったん
ですね。少し子供が大きくなって落ち着い
たときにここにジョインできないかなって
いうことをちょっと考えて、ご縁があって
今に至るという感じです。  

そのときはどんなイベントやってたかって
いうと、子育て支援の団体って聞いている
のになんだかゲストの方がとても面白くて、
お坊さんが来るようなイベントをやってい
たりしました。 
 
それで入社してわかったのは、子育てって
やっぱり当事者だけが、やることではなく
て地域の中で行われることなので、地域に
もいろんな方がいますよね、高齢者もいた
り、いろんな職業の方がいたり、団体さんが
いたり全く違う職業の方もいたり、そうい
う方がみんな自分達を、お互いにわかり合
って繋がっていってそれぞれ大変なことも
あるんでこういうところで協力し合えるん
じゃないかっていうことを、繋がっていこ
うっていうためのいろんな切り口からのイ
ベントがあって、地域のなかでどこのお祭
りに行っても、びーのびーののブースがあ
るなって思ったりとか、とっても面白いな
そしてすごく重要だなって思って、参加し
たという経緯があります。 
 
P 参加されて今、びーのびーのの自体は実
際どんなことを展開されているんですか 
 
I 元々は親子の居場所ということで広場を
運営していたんですけれども、そこから広
がって今では地域子育て支援拠点というも
のが横浜市港北区の中に 2 拠点あります。 
はい。 それから横浜市の親と子の集いの広
場というのも、2拠点港北区内にあります。  
それから認可保育園が 1 ヶ所で多世代交流
の場所が 1 ヶ所、それ以外にも、元々企画
室という名前で今は地域リミックスという
部署になった様々な事業を行っている部署



があります。 私は今はそこにいます 
 
P 子育てできるようにみんな親子でも子供
でも関われる場所っていうのを、港北区内
にいっぱいありますね 
 
I はい。場所もたくさんありますし、私達だ
けではなくて、こういう活動している団体
さんはすごくたくさんあって。私達だけの
活動を広めたいのではなくて地域でみんな
で一緒に盛り上がらないとそこのこの地域
言いよってはなかなかならないので、そこ
のネットワークというか繋がりはすごく大
事にしてるので、法人の中でも他の団体さ
んを紹介したりとか、人と人を繋いだりと
か、そういうことはすごく大事にして取り
組んでいます 
 
P すごいいい町ですね。  
 
I いい街なんですよ本当に熱意がある方が
多くて、何とか地域の役に力になりたいっ
ていう方が団体でも個人の方でもものすご
くたくさんいらっしゃい力がある街だなっ
て思います。  
 
P 本当にね。子育てにすごいたくさんの活
動してらっしゃる方もいらっしゃるので、
助け合えるまちなのかなっていうイメージ
ができます。  
 
I はい。 そうですね日本はと一昔前って子
どもが生まれたら、家の周りの近隣の人近
所の人が助け合って、子育てをしていく、何
か知らないおじさんも何か子育てやってく
れるみたいなこともあったりとか、港北は

ちょっとそういう名残があるんですかね。 
 
I 名残りがあると思います。  
 
I はい。 私が感じてるのは、地域の皆さん
が本当に目の前の親子に何かしたいって気
持ちはあるけど、どうやって表したらいい
かわからないっていうところを見える化す
るのが私達の仕事かなと思っていて、助け
たい人を助けて、ちょっとサポートして欲
しい人っていうのが繋がると、すごくいい
まちになっていくかなと思います。 
 
P 伊香さんは元々社会福祉士だったり、 
保育士の資格も持ってらっしゃるというこ
とで３児の母でもあられるということなん
ですけど、町のために貢献したいとかそう
いったところもあったんですか。 
 
I 元々といいますかやっぱりこどもが生ま
れてからやっぱりつらい時期もあったりす
る中で助けてくれる人が本当にたくさんい
て、こんなに親切にしてくれるの？私
に？！っていう気持ちがあって、友人であ
ったりとか、保育園の先生であったり本当
に近所のおばちゃんみたいな方とか、バス
に乗ったらかわいいねって声かけてくれる
方とかすごく嬉しいなっていうこれを何か
お返ししていきたいなっていう気持ちはど
んどんありました。そういう中で子ども通
して地域の役員の話が来たりとか、学校の
係が来たりとかそういうものを積極的に受
けていくうちにこんなに皆さん協力したい
と思って活動してるんだなっていうことが
本当にわかってきました。  
 



P 本当に素敵なお人柄で、もうお打ち合わ
せのときからお話しててすごくもう本当に
優しい気持ちになれるといいますか、素敵
な伊香さんなんですよね。 思いやりがあふ
れていらっしゃる方なので、やっぱりそう
いった中で嬉しかったこととかを返してい
きたいっていう気持ち、すごい大事だと思
いますしね。（今妊娠中の）私だも、なかな
かね、席譲ってくれないとかね、逆にちょっ
と席を譲らなきゃいけないとかなんかそう
いうのでイガイガしたりとかすることもあ
ったりするんですけど、みんなが居心地よ
く住めるまちにっていうのをみんなでやっ
ていけば、本当にすごい心地良くて優しい
人が増えるんだろうなとか思ったりとかす
ることもすごいあるんですよね。 
 
P 本当にママになってみないとわかんない
こともあるし、当事者になってみないとわ
かんないこともあったりするので、ょっと
したマタニティブルーみたいなものもあっ
たりして、私もいつか助けられる人になり
たいなという気持ちもあります。 
 
P1 そうですね、出てきたりとかすることも
あるのでやっぱり子を助けてもらって私も
いつか助けてみたいな、そういったものが
できるとちょうどいいなってすごく感じて
いたので、（びーのびーのの事業が）素晴ら
しい事業だなって思いました。  
 
I ありがとうございます今のマタニティブ
ルーの経験は本当に後々誰かの力になるの
で、私もそうだったよって言ってくれる人
がいることが誰かの力に必ずなります。 
 

P そうなんですね！もうただしんどいだけ
じゃないんですね！そうですか！役に立つ
ことだったりするわけですね。 いやそうい
うふうに言ってくれる人と出会えるってい
うのがすごいと思うので、やっぱり地域の
繋がり、というところを求めていくっての
はすごい大事だなっていうのがありまして
今やってらっしゃる妊婦と出産後のための
日帰りの民間デイサービス、はい、産前産後
のおうち、プレスリリースの内容もみてい
るのですが、こちらについても詳しく教え
ていただけますか。  
 
I はい。 名前は産前産後のおうちというふ
うに名づけています。 
産後っていう言葉を何となく聞くと思うん
ですけど産前っていうこともすごく大事で、
まさに花崎さん（＝P）が今産前でいらっし
ゃるんですけど妊娠中から使えるママと赤
ちゃんとご家族のための産前産後のおうち
という言い方をしています。産後に赤ちゃ
んお母さんと赤ちゃんが休める場だけでは
なくって、生まれる前の、これから赤ちゃん
を育てていくご家庭も一緒に来て、赤ちゃ
んってこういうリズムで寝たり起きたりす
るんだとか、ママたちってどういうタイミ
ングでおっぱいをあげてるんだとかってい
うのが何となく隣の家庭の様子が覗けると
いうかそういうみんなで 1 日を過ごして他
の家族と一緒に過ごせるような場かなと思
っています。 
 
P 確かに全くイメージ湧いてないんですよ
ね実は。全くわからなくって。 うんあとど
のぐらい泣くのかなとか、あとそのおっぱ
いってどういうふうに上げるのかなとか、



あと何かそれでいいのかなみたいな、ちょ
っと全く理解が及んでないところがあるの
で、特に私もそうですけど、私の主人とかも
全くわかってないと思うんですよ。 だから
それが覗けるってすごくいいですね。 
 
I そうですね。 ちょっと大まかにお話をす
ると、ご利用できる方は妊娠中の方またそ
の家族、もしくは産後すぐからそのご家族
です。ご家族っていうのはきょうだいもパ
パもくれます 
 
P パパもこれるんですね？ 
 
I パパもこれます。どうしても産後ケア、病
院とかの産後ケアだと、赤ちゃんだけお預
かりするのでパパ帰ってくださいみたいな
ところがあるんですけど、ここは可能です。
家族で利用できる、日帰りではありますけ
れども家族でっていうところをお伝えして
います。やっぱりパパも子育ての当事者に
入ったのに、なかなか隣の家族の家庭をの
ぞくことはできないっていう場をもう少し
広げたいなと、病院とかだとどうしても、い
ろいろな制約もありますので、限られるこ
とではあると思うんですけど、それがもう
少し民間の場になると、そのあたり、緩やか
にできるんじゃないかなっていうことで取
り組みを始めています。 
 
P はー！本当にパパこそ、一緒に行ってほ
しいって言いますか、 
 
I 皆さんそうおっしゃいますね 1 回来られ
た方は助産師さんが来たときにお話とかも
していただくんですけど、この話をパパに

も聞かせたかったって 
 
て言ってらっしゃるので、今度一緒に来て
くださいっていうふうにお伝えしています。 
 
P２僕ら目線もこういうところに行かない
と全部奥さんから話聞いてやらなくちゃい
けないんだけど、言われるがままで、でもよ
くわかんないってなりがちですよねやっぱ
しね。 
 
I 男性も本当に自分のお子さんかわいくて
かわいくて何かしてあげたいんだけど、情
報が圧倒的に足りない、他のパパともなか
なか繋がらない、でも子育てに参加はした
いっていう気持ちがある方が本当に多くて
どうぞどうぞ来てくださいっていうことが
私が言えるとこかなと思います。  
 
P いや本当になかなか孤立もしてしまうと
いいますか、なかなか泣くから出かけられ
ないですし、あとパパはね、お仕事で 出か
けたりすることが頻繁だったりしますけど、
ママは出かけられなくて、もうすごくどん
どんどんどん内に入っていってしまってっ
ていうのあると思うんですけどそれをパパ
と一緒に子供も一緒に出かけられるってい
うところ、しかも、何ヶ月からいけるんです
か 
 
I もう産後すぐから大丈夫です。  
 
P 産後すぐから利用できるとかってなかな
かないですよね。  
 
I そうですねもう本当に実家だと思ってい



ただいて、産後すぐっていうと、やっぱ出か
けちゃいけないんじゃないかとか、人がい
る場所に行っちゃいけないんじゃないかと
いう思いで、もう 1 ヶ月健診が終わるまで
はっておうちにずっと閉じこもってらっし
ゃる方いらっしゃるんですけれども、でも
実家っていきますよね？ 
 
P いきます 
 
I 親戚の方が見に来たりもしますよね。 
んな感じだと思っていただいて、皆さん、き
ちんと手洗いしたり消毒したりもしてます
し実家だと思って来てくださいって。もう
1 人でおうちで暗い気持ちになるよりは来
てくれたらご飯もあるし、布団もあるし、ス
タッフがいるから、（実家の）お母さんみた
いなスタッフがいるから、赤ちゃん抱っこ
もしてるし、（お母さん自身が）ずっと息し
てるかな？どうかな？ってずっと確認する
んじゃなくって、ちょっとだけ自分の時間
を取り戻しておいで～、とお布団に横にな
っておいで～、その間ちゃんと赤ちゃん見
てるからねって言うことができるのが、も
う本当に実家だと思うんですけど、そうい
う実家が今近くにない方がたくさんいらっ
しゃってそういった機能が少し私達がお手
伝いできないかなっていうところです。 
 
P 私の実家も関西にありますので、すごい
遠くて母だけがちょっと見に来てくれると 
いう約束になっているんですけども、やっ
ぱり母だけ来て、一緒にね、家族で見ている
っていうだけでも、ちょっと疲れがたまっ
てきたりとか、しんどかったりするのかな
っていうのがありまして、例えば家族もい

いということだったら、（私の）お母さんと
自分 
と夫と、3 人で子供と一緒に出かけさせて
いただいて、温かいご飯食べさせていただ
いて。ちょっともう本当にずっと心配なん
ですよね、いまもおなかの胎動が動いてる
のか、動いてないのかっていうのが常に心
配で朝、必ずおなかの赤ちゃんに呼びかけ
て起きてますかって言うんですよね、動い
てくれたらすごいよかったって思うんです
けど、動かなくて仕事に行く日とかはもう、
すごく落ち込んじゃって、ちゃんと赤 y 単
は元気してるのかなっていうのを、あの夫
に伝えると大丈夫だよ！もう能天気にいう
んだけど。（笑）それを相談できる場所とか
大丈夫なんだよって経験で教えてくれる人
っていうのが近くにいるって、どれだけす
ごいことなのかなっていうのは感じます。 
 
I そうなんですよ。 もう根拠のない大丈夫
がどんなに心強いか。 
 
P そうですね、本当にそういうことなんで
すよ 
 
P2 本当その点で言うと産後ケア、産後に集
まるとか多いけど産前もいいっていうとこ
ろが珍しいというかあまり聞かないですよ
ねそうですね。 
 
I そういう取り組みをされてる方はたくさ
んいらっしゃると思うんですけど、どうし
ても産前って皆さん何か自分にしてあげな
きゃいけないっていうふうには妊婦の方も
ご家族の方もやっぱり気づきにくくって、
でも何となく抱えるモヤモヤした気持ち、



どうぞここに持ってきてねっていう感じな
んですけど、本当にもう堰を切ったように、
産後のママたちがお話してくれるので、こ
のグッズは買わなくていいとか、その心配
はいらないとかいうことを教えてくれます。 
 
P 確かに。私 YouTube とかを見て結構勉強
してるんですけど、なんか本当にこれいる
の？みたいなものが入っていたりとかして、
自撮り棒絶対いるって書いてあったりして、
これいるのか？とかって言って、なんか家
族とか遠くの家族に写真見せるためにとか
っていうのも使えるよって書いてあったけ
ど、あとストローがいるのかどうかとかそ
うですね、そういうのとかもやっぱり実際
に会って本当に経験したママに聞かないと
ね、どうなのかなっていうのはあったりす
ると思うのでやっぱりそういう地域の繋が
りっていうのは本当に求めますね。 
 
I そうですね生の体験がちょっと今少ない
かなって。情報はたくさんネットからもた
くさんあるんですけど、実際に聞いた声と
か、その生の声が聞けるのがいいなって思
います。  
 
P 定員が 5 組っていうのもありますけど、
５組だけでも話して、実際そうなんだよっ
ていう話が聞けるのは、そうですね相当心
強いですよ。 
 
I そうですねその５組っていうのもポイン
トみたいで、たくさん（子育て）広場ってあ
るんですけど大勢のところにはまだ出てい
けないとか月齢が小さくてまだ怖いとか、
もしくは自分が何か公園デビューというか

広場デビューというか、それをするには大
勢のところに行くにはまだ勇気がないけれ
ども、5 人だったらまず一歩出てみようか
なとか。 
 
あとはお昼を挟んだ 10時から 3時までの 5
時間の長時間、最大 5 時間利用ができるの
で、それだったら行って疲れて帰ってくる
んじゃなくて、行って疲れたらご飯食べて、
疲れたらなんなら寝てもいいよっていうの
がセットになっているっていうのがすごく
ポイントだし、皆さんもいいって言ってく
ださるところです。 
 
このプログラムにしたのはちゃんと根拠が
ありまして、このおうちをスタートする前
に 3 年間調査研究事業をやっています。産
後の家庭が実際に産前産後期に何のサービ
スが一番欲しかったか、サービスというか、
何を求めていたかっていうことを、3 年間
かけて調査研究したところ、本当に寝たか
った、まずは眠れなかった、こんなに赤ちゃ
んって泣くって知らなかった、自分が寝た
かったっていうこと。がでてきた。 
 
それから、誰かが作ったご飯を食べたかっ
た。 温かいさっきおっしゃった温かいご飯
を食べたかったということ。 
 大人と喋りたかった、誰かに相談したかっ
たってていうことなんですよね。 
 
これらが求められているもので、それを形
にするのはどういう形がいいかなっていう
ところで、まず大きな場所じゃなくて小さ
な一軒家のような場所がまず欲しいなって
いう皆さんの実家に思えるような場所とか、



はい。 そういうことでおうちっていうこと
が続いています。 
P そういうことだったんですねえ。実際過
ごし方としては大広間でみんなでこう話し
たりとか、食事とったりとか布団敷いて寝
たりとかっていうそういうような過ごし方
になるんですか。  
 
I はい。 本当にあの 2 拠点どちらも一軒家
のうちなのでリビングがあって和室があっ
て個室があってという形になります。 
一つの拠点はワンフロアだけなので。 リビ
ングの隣に和室があって、そこにお布団 3
組あります。5 組の定員に対して 3 組なの
で皆さん結局ごろ寝になるんです 
 
P なるほど。 
 
I でもそれが嫌かって言うと皆さんもそれ
でもいいから寝たいって。スーパー銭湯方
式でって言ってるんですけど、スーパー銭
湯って寝ますよね。他の 2 人の人が知らな
い人でも、そんな感じで疲れてる方はもう
休んできますし、ぐっすり寝られます。この
隣の部屋で寝てくるっていう距離感がとて
もちょうどいいとおっしゃって。 
 
赤ちゃんがないたから起きてくる、でも、気
にしないで寝てる方もいらっしゃる。やっ
ぱりみなさん、もう産後って 1 時間も 2 時
間も寝れない体になってるっておっしゃっ
ていて 20 分とか 30 分でもぐっすり、自分
のためだけに睡眠を取れたら、もうそれが
リフレッシュ！という形で 30 分よく寝ま
したって言って起きてこられるんですよね。
それが一つの拠点です。もう一つの拠点は

2階建ての 2階の個室も使えます。 なので、
リビングで団らんをして個室で寝ますかっ
ていうちょっと横になってきますって言っ
て行かれる方もいらっしゃいます。  
 
そうすると個室でゆったり自分の時間が久
しぶりに持てたとか、そこで何してもいい
んですネットフリックス見てもいい、本を
持ってきてもいいし、ある方は、裁縫道具を
持ってきたりとか、そういうことをしても
いいので、ちょっと休んでおいで～ってい
うことは、ここでも譲り合いが 5 組の中で
起きるというか。皆さん一斉に寝るのでは
なくて先にどうぞとか、生まれたて大変だ
よね、それは寝たりないよねどうぞ行って
らっしゃいとか。 
そういう地域っていうか、この狭い場所で
も起きてくるんですよね、赤ちゃんって、も
う 1 日でも早く産んだらママとしては先輩
なので、そういう少しでも 1 ヶ月 2 ヶ月で
も少しママに譲ってあげたいっていう気持
ちがだんだん利用とともに皆さんできてき
て、すごい“地域”がここで生まれるって思
います。  
 
P すごい素敵です 
 
I 素敵ですね本当 
 
P そうやって思いやりを持ってもらったり
持ったりっていうことになってくると、そ
の自分のしんどいなっていうのも吹っ飛び
ますし、すごい癒されて帰ることができる
んですよね 
 
I そうですねはい。  



 
P 産前産後のおうちを利用された方と今 
お電話が繋がっています。  
花崎と申しますよろしくお願いします 
 
K：はい北村と申します、よろしくお願いい
たします。  
 
P 早速お話伺っていきたいんですが、今お
子さんはおいくつでいらっしゃるんですか。  
 
K はい。 今、生後 2 ヶ月の赤ちゃんが 1 人
と、あと上の子で、お兄ちゃん 7 歳になる
なったお兄ちゃんが 1 人です。  
 
P２人のお子様を育ててるってところです
ね。 もともと、産前産後のうちを利用しよ
うと思ったきっかけは何だったんですか。  
 
K はいきっかけは元々産婦人科で紹介して
もらって知ったのもあるんですけど、はい。 
1 人目のお兄ちゃんを産んだ後に、結構初
めての育児で参ってしまって、何か外に出
るとかっていうことをほとんどしないで、
もうつきっきりで育児をしてたときに、す
ごいつらくて。2 人目を妊娠して産んだ後
は絶対同じようなことにならないようにな
るべく外に出てて他の人と繋がろうってい
うのを思ってたっていうところが元々はき
っかけです。 
 
P 利用してみていかがですか、 
 
K すごい良かったです 
 
P 北村さんの中で、どこがいいっていうの

ありますか。  
 
K どうしても育児をしているなかで赤ちゃ
んのお世話で手がいっぱいで、自分のこと
ってどんどん後回しになって本当にやりた
いことってママたちっていっぱいあるんで
すけど、赤ちゃん優先になっちゃうなかで、
この産前産後のおうちをを設けてもらうこ
とで大人と喋りたいとか、温かいご飯は温
かいうちに食べたいとか、湯船にゆっくり
つかりたいとか、今まで普通にできてたこ
とができなくなるのが、産後のおうちにい
って、ママの本当はこういうふうにしたい
みたいなのをすごい叶えてくれる場所だな
って思います。その場に行って皆さん、びー
のびーのの方たちも本当に親切で優しくて。
すごい心地いいです。 
 
P はいということで北村さんにお話を伺い
ました。 北村さんありがとうございました。  
  
産前産後のおうちを利用したいってなった
らどうすればいいんですか。 
 
I はいホームページですとかインスタグラ
ムをやっているのでそこから予約システム
に飛ぶことができます。 予約システムから
予約していただければ、もう何の手続きも
要らないです。事前の聞き取りとかもない
ですし、もし配慮してほしいことがあった
ら、フォームに書いていただければ対応い
たしますし、兄弟とか連れて行きますみた
いなことも予約のときに書いていただけれ
ば対応いたします。 
P 産前産後のおうちでインスタグラムを調
べれば、いいんですね。 



P それではですね、お時間が近づいてまい
りました。番組お聞きの皆さんにメッセー
ジをお願いします。 
 
  
I 産前産後、つらくても何となく自分で我慢
しちゃう、こういうもんかな？ってお母さ
んとかお父さんってこういうもんかな、っ
ていう我慢しちゃうことって多いと思うん
ですけれども、そうじゃなくて頼っていい
んだよっていうことを伝えたいです。 
 
そういうつらい思いをしている親子の方、
つらい思いをしていない方でも、普段から
何かサポートしたいなっていう思いをお持
ちの（地域の）方ってすごくたくさんいるの
で、そういう方と繋げられるような活動が
私達もできたらと思いますし、そういう方
自身がたくさん増えていくことによって横
浜市も神奈川も日本もすごく住みやすい、
いい町ができていくと思うので、ぜひ頼り
たい、ぜひサポートしたいっていうところ
がみんな繋がるといいなと思います。 
 
はい、ありがとうございます。  
横浜ユーポス RADIO、本日のゲストは、横
浜市港北区を拠点として子育て支援を行う
認定 NPO 法人びーのびーのの産前産後の
おうち事業の伊香朗子さんでした。  


